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ビル ハル ツ 住 血 吸 申 卵 の 尿 中 排 浴 日 内 変動 に つい て 
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藤崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 寄生 虫 学部 門 


On the Diurnal Fluctuation in Schistosoma haematobium Egg Output 
Masaaki SHIMADA (Department of Parasitology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki 


University) 


Abstraci: In this study, the output pattern of Schistosoma haematobium eggs into urine was 
observed on six patients from an endemic area of Taveta in Kenya with special reference to 
the condition of the urine, such as the urine volume and the specific gravity. As described 
previously, Schistosoma haematobium eggs sometimes spontaneously hatch in the urine samples 
of low specific gravity. Under the practical life of the patients, their urine generally became 
washy within 2—4 hours before noon. By counting the number of the eggs and the miracidia 
on each of all urine samples collected through a day, the output pattern of the eggs can be 
illustrated in a frequency time distribution figure. Although the total number of the eggs 
discharged intc the urine for 24 hours is usually almost same in a given individual, it was 
found that 63 percent of them were discharged into the urine samples before noon, showing a 
peak count around 10: 00—11:00 a.m. which is 15.9 times of the minimal count at night on 
the average. This fact suggests that the number of eggs in urine is influenced by urine 
volume. However, it is important that in these urine samples before noon, the empty eggs 
and the emerged miracidia were very frequently demonstrated, and that the intact eggs having 


infectivity were rather predominant in the urine of early afternoon. 
Tropical Medicine, 22(4), 237—244, December, 1980 
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rou e 卵 数 に 日 内 変動 が 激しい こと が 報告 され て いる 
マン ソン 住 血 吸虫 や 日 本 住 血 吸虫 の 卵 は 糞便 中 に (Barlow, 1949; Bennie, 1949 ; Gerritsen et al., 
は ほ 均 一 に 分 布 し て 排 江 され , 糞便 一 定量 中 の 虫 卵 1953). 住 血 吸虫 症 流 行 地 で は 感染 濃度 , 浸 洋 度 , GE 
数 は お よそ 一 定 と 考え を られ て いる が , ビル ハル ツ 住 症 度 等 の 推量 評価 の た め に 虫 卵 排 港 才 が 重要 な 指標 
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と し て 考え ん られ て お り , 流行 動態 を 考え ん る 上 で も 中 
間 宿 主 へ の 感染 源 と し て の 虫 卵 の 量 的 把握 を 行う こ 
と は 不可 欠 で ある . Ire cmo o p 
の 採取 され る 時 刻 に よっ て 著しく 異な る 事実 は この 
PERIA O E mer NRZ LTOS Lož A. 

著者 は ビル ハル ツ 住 血 暖 虫 症 が 流行 し て いる ケ ェ 
ア 共 和 国 タ ベタ 地区 で 1975 年 と 1976 年 , 患者 か ら 得 
fo E RONDO RECOV. CARIB fT, ビ 虫 卵 は 
EESR D (RU PREP CUS HERR BE ELEARBEHU LC Vo 2 Bl 
が 少な く な いこ と , Lab cHHe Licv CHS 
れ た 虫 卵 は 水中 で の 財 化 能力 が 劣る こと を 明らか に 
し た (嶋田 , 199. この 事実 は 尿 中 の 排 浴 虫 卵 数 
を 算定 する 場合 に も , 時 化 し な いで 尿 中 に 残さ れ た 
虫 卵 だ け に つい て 数 を 上 げた り 航 化 率 を みた りす る 
こと を 避け 定量 的 に 観察 を 行う た め に は, 尿 比 重 に 
注目 すべ きこ と と を 示唆 し て いる . 

本 稿 で は 1976 年 同 地区 の 愚者 の 尿 中 に 排 湯 さ れ た 
ビ 虫 卵 の 実態 を 観察 し た 結果 を 基 に , € EB 
変動 性 に 関与 する 因子 に つい て 特に 尿 比重 を 中 心 に 
検討 し た . 


対象 と 方 法 


|. 観察 対象 

タ ベ タ 地区 に 居住 する 小学 生 で 比較 的 多数 の 虫 卵 
を 排 江 する 男女 各々 3 名 を 選び 対象 と し た . 年 令 は 
8 才 か ら 12 才 で いずれ も 生活 用 水 に は 居住 地 付近 の 
河川 水 を 使用 し て いる . 身体 的 に は 血尿 を 除い て 特 
別 な 訴え は な い . 日 本 住 血 吸虫 VBS 抗原 を 用 いた 
皮 内 反応 及び ビ 虫 卵 を 使用 し た COP 反応 は 全 例 で 
陽性 を 示 し た . 
2. RAE 

検体 を すべ て 確実 に 得る た め に 入院 させ て 観察 を 
行っ た が , 飲食 , 行動 等 の 生活 態度 に は 特に 制限 を 
設け ず 自 由 に 振舞 わせ た . 初日 の 夕方 入院 きせ , 翌 
朝 か ら 2 日間 自由 に 排尿 させ その すべ て を 各 検 体 毎 
に 蓋 付 採尿 カッ プ に 採取 し 時 刻 を 記録 し た . で きる 
だ け 速 く 実験 室 に 持ち 帰り 遅く と も 2 時間 以 内 に 尿 
と BON COU CARS Lote. 
3. 尿 及 び 虫 卵 の 観察 

採尿 カッ プ の まま 実験 室内 で 少な く と も 15 分 間 静 
HLL, 上 清 尿 に つい て その 比重 を 尿 濃度 屈折 計 (= 
リュ ン アタ ゴ 製 ) を 用 いて 測定 し た . 長 を 均一 に 
揚 失 し て その 一 定量 (1ml また は 5mD を メス ピ 


ペッ ト で ガラ ス 板 上 に 滴下 し , BENS BRIA A 
3y? DB Ae SE i A aE Fe BT He oe FP CA 
えた . BOP. FV Ye VARMA, メス シリ ン 
ダー で 測定 し た 尿 量 か ら 排 注 さ れ た 総 虫 卵 数 を 推定 
bra 


成 績 


|. 1 日 の 総 排 潤 虫 卵 数 

ビ 虫 卵 が 1 日 に 尿 中 に 排 湯 さ れ た 総数 と , REO 
自然 肌 化 し て いな い 正 常 虫 卵 の 数 を , 1 日 の ER 
m, 尿 比 重 の 変動 巾 と と も に 各 症 例 に つい て 表 1 に 
示し た . ビ 虫 卵 が 最も 多く 排 蘭 され た の は 症例 706 
の 1 日 目 , 最も $ 少 な いも の は 症例 719 の 1 日 目 で , 
それ ぞ れ 32,890, 8.730 で あっ た . 

1 日 目 と 2 日 目 の 間 の 総 排 溢 数 の 変動 を その 比 で 
表わす と 最も 大 きい も の で も 1.84 で , 他 は 1.06 一 
1.37 を 示し 2 日 の 間 に 著 明 な 変動 が ある と は いえ な 
v. また 全 症 例 を 合計 し て 2 日 間 を 比較 する と その 
変動 は 極め て 小さ いも の で ある こと が わか る . これ 
ら の 結果 は 1 日 に 排 浴 さ れる 総 虫 卵 数 が 日 に か か わ 
ら ず お よそ 一 定 で ある こと を 用 わ せる . 

症例 707, 719, 721 で は 1 日 目 の 尿 量 が それ ぞ れ 
957ml, 631ml, 287ml に 対し , 2 日 目 の そ れ が 403 
ml, 1,146ml, 188ml で , 日 に よっ て 尿 量 の 差 が 激 
し い が ,1 日 の 総 排 潤 虫 卵 数 は 1 日 目 と 2 日 目 に それ 
ぞ れ 9,900 と 11,130, 8,730 と 9,570, 26,170 と 
20,470 で 著 し い 変 化 は な い . また 症例 707 で は 尿 比 
重 も 2 日 の 間 で 大 きく 異な っ て いる が , 1 日 の 総 排 
洪 数 に 影響 を 与え 々 て いる と は 思わ れ な い . EBM 
1 日 の 総 尿 量 また は 尿 比 重 の 変動 と は 無関係 に 毎日 
昼 常 的 に 排 演 され て いる も の と 考え られ る . 

一 方 , 尿 中 で 笛 化 し て いな い 正 常 虫 卵 に 注目 する 
と , 症例 707 に 観察 され る よう に , LABOR 
卵 数 が 1,500, 2 日 目 は 8.850 で その 比 が 5.9 と , 日 
に よっ て 数 が 著しく 変動 する こと が わか る . この 
時 の 尿 比 重 は 2 日 目 の 各 検 体 で , 1.024, 1.011, 
1.033, 1.010 に 対し て 1 日 目 で は 比重 1.001 が 2 検 
体 , 1.002, 1.0083 が それ ぞ れ 1 検体 , 1.005 が 4 検 
fk, 1.019 が 1 検体 で , 1 検体 を 除い て すべ て 尿 上 比 
重 1.005 以 下 で あり , 尿 比 重 の 変動 が 感染 源 と し て 
意義 の ある , KkdocHHEL Cv7ge ER REIS 1 
日 総 排 港 数 こ 影 響 し て いる こと が 想像 され る . E 
Es 2 日 間 を 比 院 し て 各 検 体 の 尿 比 重 に 大 き な 違 い 
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Table 1. Individual variation in d egg output, urine volume and specific gravity 
Egg count Urine 
Case Total Unhatched Volume mD Specific nd 
No day 1 day 2 ratio day 1 dd ratio day 1 day 2 cay l E 2 
703 15,300 28,180 1.84 15, 300 28, 180 1.84 257 280 1.017-1. 030 1 015-1. .025 
706 32,890 24,010 1.37 32,890 24,010 1.37 291 288 1.015-1.031 1.018-1.027 
707 9,900 11,130 1.12 1,500* 8,850 5.90 957 403 1.001-1.019* 1.010-1.033 
716 13,390 12,600 1.06 8,730 9,800 1.12 923 928 1.003-1.021 1.005-1.020 
719 6,730 9,570 1.10 8,620 8,250 1.05 631 1,146 1.010-1.022 1.004-1.022 
721 26,170 20,470 1.28 26,170 20,470 1.28 287 188 1.021-1.026 1.024-1.026 
00 93, 210 99,560 1.07 


Total 106, 380 105, 960 I 


*Low specific gravity of urine er the decrease in ry number oí — eggs. 


の な い 他 の 5 EPI CULE CBE LIC veu de rR 
卵 の 排 浴 数 に 日 に よる 著しい 変動 は 認め られ な い . 
2. 虫 卵 排 港 数 の 日 内 変動 

ビ 虫 卵 の 尿 中 へ の 排 江 数 を 経時 的 に 観察 し た 結果 
か ら 1 日 24 時 間 の 虫 卵 排 江 態度 を 全体 と し て みる と 
図 1 に 示す よう に , CRABE AE 
時 に 一 峰 性 の ピー ク を 持つ 日 内 変動 が か ある こと が 明 
ら か と な っ た . 夜間 の 1 時間 に 排 演 さ れる ビ 虫 卵 数 
は 1 HABE HEBEL 0.9—1.025 CA 7c vo 2» 起 
床 後 排 護 数 は 急激 に 増加 し , ピーク 時 に は , 1 時 間 
あたり 1 日 総 排 江 数 の 15.9 迷 が 排 江 され る . ERE 
体 の 63 多 は 午前 中 に 排 演 され て お り , 個々 の 観察 例 
で も 午前 中 に た ピーク を 持つ も の が, 延べ 12 回 の 観察 
中 9 回 を 占め た . 

尿 検体 1ml 中 に 含ま れる 虫 卵 数 も 同様 に 昼 開 増 


加 す る 一 峰 性 の 日 内 変動 を 示す が , 
や 遅れ て 午前 1 一 12 時 に 存在 する . 


COS 
1 ml po ROA 


数 は 夜間 で 平均 20.1 に 対し ビー ク 時 に は 91.1 CH 


5 d 


3. Ret ROPER 


HONE & RCE U し た 尿 量 も 図 1 


に み ら れ る よ 


Egg count 


(Percentage of total egg output for 


fos 
Urine volume 


(Percentage of total volume 


Egg density 
(Rate to mean egg 


Li 


24 hours) 


— 
— 


for 24 hours) 


Sa 


density x) 
ta 


— 
— 


= 
て 


うに 昼間 特に 午前 中 に 一 峰 性 の ビー ク を 持つ 日 内 変 
動 を 示し た . 夜 問 の lA At) ORBIT 1 ARR 
=D 2.6—3.0 AR, 早朝 より 増加 の 傾向 を 示し 
ビ ピーク を 形作る 午前 9 一 10 時 に は 1 日 総 尿 量 の 11.6 


が 排 江 さ れ た . これ を 貝 卵 排 洪 数 と の 関係 で 検討 
Lo du cs [x] 2 - A に こみ られ る よう な 結果 が BS 


れ た . 各 値 は 1 日 の 総 尿 量 , &egplibdipEri xp 


Fig. 1. 


12 E 24 


Time m hour 


Diurnal change of urine volume, egg 
count and density in urine examined 
at hourly intervals. 


*Total number of eggs for 24 hours/Total 
urine volume for 24 hours. 
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Egg output (Percentage of total egg output for 24 hours) 


Unhatched egg output (Percentage of total egg output for 24 hours) 


a 
s 


Urine volume(Percentage of total volume for 24 hours) 


. 2-À and-B. Relationship between urine 


volume and egg count. 

A linear relationship was found to exist 
between egg count and urine volume 
(Fig. 2—A), however, the increase of 
urine volume resulted in the decrease 
in number of unhatched eggs (Fig. 2— 
B). Open circles indicate the samples 


in which some of the eggs were found 
to be hatched. 


1 時 間 あ た り の 尿 量 , 排 洪 虫 卵 数 の 割合 を 示し て い 
る . 大量 の 増加 に 伴っ て 虫 卵 排 浴 数 が 増す 傾向 が 明 
ら か で (相関 係数 +0.76, n-162, -ZREO 
増加 は 虫 卵 の 排 注 を 促進 する の か も し れ な い . 

一 方 , 尿 中 で 財 化 し な いで 排 港 さ れ た 正常 虫 卵 数 
は , 1 時間 あ た り の 尿 量 が 1 日 総 尿 量 の 15 ダ を 越え 
る よう な 尿 中 で は 尿 量 の 増加 に 比例 し な い ( 図 2 一 
B). 例え ば 症例 707 の 1 日 目 の 10 一 11 時 に は 当日 
の 総 尿 量 の 32.3 が 排 浴 さ れ , その 時 の 排 洪 虫 卵 数 
は 1 日 の 総 排 港 数 の 47.3 久 を 占め て いた が , その 内 
で 財 化 し て いな い 正 常 虫 卵 は 1 日 の 総 排 港 数 の 4.5 
ググ に 過ぎ な か っ た. 

4. 尿 比重 と 虫 卵 排 浴 数 

尿 比 重 が 忠 卵 排 港 数 に 与え る 影響 ん 示し た の が 図 
3 で ある . REED 1 日 24 時 間 の 変化 は 全体 と し 
C, 尿 量 に 伴っ て 昼間 午前 中 低下 し 午後 か ら 夜 間 に 
か け て 上 昇 し て いる . 個々 の 観察 例 で も 午前 中 に 低 
比重 尿 を 出す も の が 多い . 

尿 中 で 自然 身 化 し た 虫 卵 は 尿 比 重 の 低い 展 検 体 に 
多く み ら れ , 比重 1.005 の 検体 中 で 正常 虫 卵 と し て 
観察 で きる も の は 5 一 39 め , 比重 1.004 の 検体 で は 
8 —12%, 比重 1.003 で は 11 一 14 久 , 1.002 で は 5 
25; 1.001 で は 8 一 14 久 に 過ぎ な か っ た . これ ら 比 
車 の 低い 尿 検体 は 特に 午前 8 一 11 時 に 多く 採取 され 
た だ た 

REEDE Fu RA CO RIND WEA EETA Z 
と に より 感染 源 と LC RERO D2 BRUNEI IK h CE 
化し な い 正 常 虫 卵 の 数 を 減少 させ , その 日 内 変動 を 
みる と ピー ク は 11 一 12 時 で 午後 に 向っ て 移動 する 傾 
向 を 示 し た . 

5. 水 負 荷 試験 

起床 時 か ら 30 分 間 で 800ml の 水 を 経口 投与 し , そ 
の 後 4 時 間 ま で 30 分 間隔 で 虫 卵 排 洪 数 , DRE, RHE 
重 を 観察 し た . 

図 4 に 示す よう に , 尿 量 は 負荷 後 1 時 間 で 142ml/ 
30min の ピー ク を 示し , 2 時 間 ま で は 100ml/30min 
以上 の 排 洪 が 続き その 後 減少 する . 一 方 , HAER 
DAUZ 2 時 間 後 に 初め て 増加 し , 最高 値 は 2 時 間 半 
後 の 1.940 で あっ た . 

KEO 増加 し た 負荷 後 2 時 間 目 まで の 尿 比 重 は 
1.0083 一 1.005 を 示し , HEME S H7: OND 78— 9422 
尿 中 で 既に 時 化 し て いた . 実験 的 に 患 考 に 水 を 与え 
尿 量 を 増加 させ る と , RECON Pic £ OPRAH 
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Fig. 3. Frequency of unhatched eggs in various specific gravity of urine. 
Each column indicates the mean of egg count for one hour in the 
top, and the mean of specific gravity for one hour in the bottom. 
Percentage of unhatched eggs and urine specific gravity in indivi- 
dual samples were plotted. Stippled columns represent the number 
of hatched eggs. 


BIND AMAR CE ARE L, 感染 源 と し て 動 を 誰 め た . EC RIND IRAE O A AHI OV 


の 意義 を 失っ た と 考え られる. て は Stimmel and Scott (1956) が 記載 し て 以来 多 
く の 報 告 が ある が (Jordan, 1960; Onori, 1962; 

* 宗 Weber et al. 1967, 1969; Dukes and Davidson, 

Ac NO Cn GE BS Le 1968; Pugh, 1978), いずれ も 日 内 変動 の ピー ク は 


生 6 名 の 尿 中 へ の 虫 卵 排 江 態度 を 2 日 間 観 察し , E 午後 (12 一 15 時 ) に ある と 述べ て いる . 今回 , Nn 
FIFA 0 一 11 時 ) に ビー ク を 持つ 一 峰 性 の 日 内 変 で 艇 化し た 貝 卵 も 含め て 観察 し て 得 ら れ た 成績 は こ 
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Fig. 4. Urine dilution test for patient. 
Stippled columns represent the number of unhatched eggs. 


れ ら の 報告 に 一 致 せ ず , 明らか に 更に 早い 午前 中 
を ピー ク と する 日 内 変動 を 示し て いる . 

ビ 虫 卵 排 洪 数 の 日 内 変動 を 尿 量 と の 関係 で みる と 
高い 相関 が み ら れ , 長 量 が 多い 程 排 港 虫 卵 数 が 増加 
し て いる こと が 明らか に な っ た . 日 内 変動 の ピー タク 
を 午後 と 報告 し た Dukes and Davidson (1968) も 
尿 量 と 虫 卵 排 洪 数 の 間 に 相 関 を 認め て いる . Bell 
(1969) は 排尿 回 数 の 増加 が 勝 腔 の 運動 を 頻 回 に す 
2 Tz» ROBB AIS 2 63$ z 7-2» McMahon 
(1976) は 追試 に 成功 し て いな い . 尿 量 の 増加 と 排 
尿 頻 度 の 増加 は 同じ 現象 を 別々 の 側面 か ら 見 た も の 
と も 考え られ る が , ABO A bh S Gp 
午前 中 の ピー ク に は 尿 量 の 増加 が 影響 し て いる も の 
と 思わ れる . 一 方 , d$ PE EMO 47:558, 
人 為 的 に 多量 の 水 を 与え 尿 基 を 異常 に 増加 させ て 
も , 普通 の 日 常 生活 の 場合 と 比べ , KEHALT 
排 浴 虫 卵 数 が 著 明 に 増加 する 現象 は み ら れ ず , cH 
卵 排 溢 の 日 内 変動 に は 尿 量 以外 の 要因 も 関 巡 し て い 
る こと が 考え られ る . 

尿 比 重 が 尿 中 の ビ 虫 卵 の 人 性状 に 影響 を 与え る こと 
が 本 成績 か ら も 明らか で ある . 大 中 の ビ 虫 卵 を 観察 
する と , 尿 比 重 1.011 以下 の 検体 で は 新鮮 尿 中 で も 


既に 野 化 し て いる も の が あり , 1.005 以下 の 低 比重 
尿 で 実際 に 検出 で きる 由 卵 数 は 総 排 湯 数 の 半分 に 滴 
た な いこ と は 既に 報告 し た が (嶋田, 1979) , 本 成 
績 で は 一 般 に 尿 量 が 多く 尿 比重 の 低下 する 午前 中 に 
尿 中 の 骨 化 虫 卵 が 多く みみ られ る . その た め , 感染 源 
と し て 意義 の ある 胡 中 で 航 化 し て いな い 貝 卵 数 は 総 
排 注 数 の ピー ク 時 付近 で 大 巾 に 減少 し , 日 内 変動 バ 
ター ン を 変化 させ る 結果 と な っ た . 

ビ ピーク が 午後 に 移動 する 傾向 を 示す 尿 中 で 身 化 し 
て いな い 目 卵 の 排 浴 数 の 日 内 変動 メタ ー ン は 過去 に 
報告 され た ビ 忠 卵 の 尿 中 排 注 バ ター ン に 類似 し て い 
5. 日 内 変動 の ピー ク を 午後 と 報告 し た Stimmel 
and Scott (1956), Jordam (1960), Onori (1962) 
Weber et al. (1967, 1969), Pugh (1978) は それ 
ぞ れ 観察 し 得 た 虫 卵 数 に 基づい て 日 内 変動 を 報告 し 
て いる が , REL LTE Ce Tg BEICRRHE UR 
PMO Tk まっ た く 触れ て いな い . また Dukes 
and Davidson (1968) も E BUNA RR AH CG ARR 
化す る こと を 指摘 し 観察 時 の 虫 卵 数 に 影響 を 及ぼ ほす 
で あろ うこ と を 示唆 し な が ら も ゃ , 実際 の 観察 に どの 
よう な 影響 を 与え た か に つい て は 斉 及 し て いた ない. 
日 内 変動 の ビー ク が 午後 に ある と し た これ ら の 報告 


が , LIVE VARMA REALE CHD Aric 
LiKE 3 R—wic Bae F, Kiih ORE Lo 
UO ER ROWED AICI o TA H AEE > 
ペ バター ン を と る の は 過去 の 成績 が 虫 卵 だ け に 注目 し 
た た めか も し れ な い . Bradley (1963) は 若年 者 で は 
虫 卵 排 洪 数 の ピー クタ が 成人 より も 1 日 の 内 で も 叶い 
時 期 に ある と 記述 し て いる が , 本 成績 が その よう な 
事実 に 基づく も の か どう か は 本 結果 か ら は 明らか で 
INS, グイ リプ の 810 の と ル ペ ルン 中 
吸 申 症 患 者 に つい て Pugh (1979) が 観察 し た 結末 
Cit, 申 卵 排 港 数 の 日 内 変動 の ビー ク は 午後 に 存在 
し て いる . 

以上 の よう に , SERR Lr ERIO Kp HEERE 
度 に お いて , その 日 内 変動 パタ ー ン が 他 の 報告 と 異 
な る こと , 更に 日 常 生 活 の 中 で 水分 摂取 と 関連 し て 
変化 する 尿 量 , 尿 比 重 が 曳 卵 排 洪 の 日 内 変動 や その 
"RERO HERES x Conde 今後 , 患者 
IO WS E LCD ERPS € v sv Y Bof mae o 
伝 撮 動 態 を 追求 し て いく 上 に 重要 な も の と 考え られ 
5. 


S 


ま と め 


1. ビ 虫 卵 の 尿 中 へ の 1 日 総 琲 湯 数 は 症例 に よっ 
て 大 きく 異な る が , 同 -- 症 例 で は その 変動 は 小さ きい . 

2. 虫 卵 排 洪 数 の 日 内 変動 を 全体 と し て みる と 昼 
間 一 峰 性 に 増加 する バタ ー ン が 認め ぬら れ た が , その 
ビー ク は 午前 10 一 11 時 に あり , ERDRE LIRR Te 
る 結果 を 得 た . 

3. 通常 の 生活 の 中 で 尿 量 の 増加 と 排 溢 虫 卵 数 の 
増加 は 相関 する が , 人 為 的 に 大 量 の 水 を 与え 尿 量 を 
増加 させ て も る 排 湯 虫 卵 数 と 尿 量 と は 必ず し ゃ 比例 し 
な い . 

4. PR CHRE LC fg O ERRIETA 
尿 比 重 が 影響 する た ぬ め , その ビー ク は 総 排 洪 数 の ヒ 
ー ク に 一 致 せ ず , 尿 比 重 の 増加 に 年 っ て 遅れ る 傾向 
に ある . 

5. 以上 の 結果 か ら , cmo gai o 
か な 日 内 変動 が か あり, それ に は 尿 量 と の 関係 が あ 
0, 氷 比 重 も 卵 の 感染 能力 の 維持 に 重要 な 影響 力 が 
ある こと が 示唆 され た . 


辞 


稿 を 終る に あたり , 御 懇 冬 な 御 指導 と 御 校 関 を 賜っ た ATT KARR EO BR PRT ES. 
また 実験 観察 に 御 協力 下さ っ た 住 血 吸虫 症 研 究 班 の 皆様 , ケニア 共和 国 国立 公衆 衛生 研究 所 の 資 様 , 
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